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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成20年3月13日(2008.3.13)

【公表番号】特表2007-524239(P2007-524239A)
【公表日】平成19年8月23日(2007.8.23)
【年通号数】公開・登録公報2007-032
【出願番号】特願2006-551605(P2006-551605)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ  15/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ  19/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ｂ
   Ｃ０９Ｋ  11/06    ６６０　
   Ｃ０７Ｆ  15/00    　　　Ｅ
   Ｃ０７Ｆ  19/00    　　　　
   Ｈ０５Ｂ  33/22    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成20年1月28日(2008.1.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉ

【化１】

［式中、
　Ｒ１＝Ｈ、Ｒ４、ＯＲ４、Ｎ（Ｒ４）２

　Ｒ２＝Ｈ、ＣｎＦ２ｎ＋１、ＣｎＦ２ｎ＋１ＳＯ２、ＣＯＯＲ４、ＣＮ
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　Ｒ３＝Ｈ、ＣｎＦ２ｎ＋１、ＣｎＦ２ｎ＋１ＳＯ２、ＣＯＯＲ４、ＣＮ、
　Ｒ４は、各出現時に、同一または異なっており、Ｈ、アルキル、アリールであるか、ま
たは隣接したＲ４基が互いに結合して５または６員環を形成することができ、
　Ｌ’＝二座配位子であり、かつフェニルピリジン、フェニルピリミジン、またはフェニ
ルキノリンでなく；
　Ｌ’’＝一座配位子であり、かつフェニルピリジン、およびフェニルピリミジン、また
はフェニルキノリンでなく；
　ｍ＝１、２または３であり、
　ｎは１～２０の整数であり、
　ｙ＝０、１または２であり、
　ｚ＝０または１～４の整数であり、
　ただし、前記化合物が電荷中性であり、かつイリジウムが六座配位である］
を有する化合物を含む少なくとも１つの層を含むことを特徴とする有機電子デバイス。
【請求項２】
　Ｒ２およびＲ３が独立して、Ｈ、ＣＦ３、Ｃ２Ｆ３、ｎ－Ｃ３Ｆ７、ｉ－Ｃ３Ｆ７、Ｃ

４Ｆ９、ＣＦ３ＳＯ２、ＣＯＯＲ４およびＣＮから選択されることを特徴とする請求項１
に記載のデバイス。
【請求項３】
　少なくとも１つのＬ’’がハイドライドであることを特徴とする請求項１に記載のデバ
イス。
【請求項４】
　Ｌ’が、アミノ、イミノ、アミド、アルコキシド、カルボキシレート、ホスフィノ、お
よびチオレートから選択された配位基を有することを特徴とする請求項１に記載のデバイ
ス。
【請求項５】
　Ｌ’がβ－エノラート配位子、β－エノラート配位子のＮ類似体、β－エノラート配位
子のＳ類似体、アミノカルボキシレート配位子、イミノカルボキシレート配位子、サリチ
レート配位子、ヒドロキシキノリネート配位子、ヒドロキシキノリネート配位子のＳ類似
体、ホスフィノアルコキシド配位子、および芳香族基の一部である炭素原子によって配位
された配位子から選択されることを特徴とする請求項１に記載のデバイス。
【請求項６】
　Ｌ’が、式ＩＩＩ：
【化２】

［式中、
　Ｒ５は、各出現時に、同一または異なっており、水素、ハロゲン、置換または非置換ア
ルキル、アリール、アルキルアリールおよび複素環基から選択されるか、または隣接した
Ｒ５基が結合して、置換されてもよい５および６員環を形成することができ、
　Ｒ６はアルキル、アリール、アルキルアリール、複素環基、およびフッ素から選択され
る］
を有するβ－エノラートであることを特徴とする請求項５に記載のデバイス。
【請求項７】
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　Ｌ’が、式ＩＶ：
【化３】

［式中、
　Ｒ７は、各出現時に、同一または異なっていてもよく、ＨおよびＣｎ（Ｈ＋Ｆ）２ｎ＋

１から選択され、
　Ｒ８は、各出現時に、同一または異なっていてもよく、Ｃｎ（Ｈ＋Ｆ）２ｎ＋１および
Ｃ６（Ｈ＋Ｆ）５、またはＣ６Ｈ５－ｎ（Ｒ９）ｎから選択され、
　Ｒ９＝ＣＦ３、Ｃ２Ｆ５、ｎ－Ｃ３Ｆ７、ｉ－Ｃ３Ｆ７、Ｃ４Ｆ９、ＣＦ３ＳＯ２であ
り、
　φは２または３である］
を有するホスフィノアルコキシドであることを特徴とする請求項５に記載のデバイス。
【請求項８】
　Ｌ’が、式ＶＩＩ：
【化４】

を有することを特徴とする請求項５に記載のデバイス。
【請求項９】
　前記少なくとも１つの層が発光層であることを特徴とする請求項１に記載のデバイス。
【請求項１０】
　式Ｉ
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【化５】

［式中、
　Ｒ１＝Ｈ、Ｒ４、ＯＲ４、Ｎ（Ｒ４）２

　Ｒ２＝Ｈ、ＣｎＦ２ｎ＋１、ＣｎＦ２ｎ＋１ＳＯ２、ＣＯＯＲ４、ＣＮ
　Ｒ３＝Ｈ、ＣｎＦ２ｎ＋１、ＣｎＦ２ｎ＋１ＳＯ２、ＣＯＯＲ４、ＣＮ、
　Ｒ４は、各出現時に、同一または異なっており、Ｈ、アルキル、アリールであるか、ま
たは隣接したＲ４基が互いに結合して５または６員環を形成することができ、
　Ｌ’＝二座配位子であり、かつフェニルピリジン、フェニルピリミジン、またはフェニ
ルキノリンでなく；
　Ｌ’’＝一座配位子であり、かつフェニルピリジン、およびフェニルピリミジン、また
はフェニルキノリンでなく；
　ｍ＝１、２または３であり、
　ｎは１～２０の整数であり、
　ｙ＝０、１または２であり、
　ｚ＝０または１～４の整数であり、
　ただし、前記化合物が電荷中性であり、かつイリジウムが六座配位である］
を有することを特徴とする化合物。
【請求項１１】
　式ＩＸ、式Ｘ、式ＸＩ、および式ＸＩＩ：



(5) JP 2007-524239 A5 2008.3.13

【化６】
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【化７】

から選択されることを特徴とする化合物。
【請求項１２】
　以下の式ＸＩＩＩ、式ＸＩＶ、および式ＸＶ：



(7) JP 2007-524239 A5 2008.3.13

【化８】

から選択された構造を有することを特徴とする化合物。
【請求項１３】
　式ＶＩＩＩ：
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【化９】

を有することを特徴とする化合物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９７】
　この錯体には２つのホスフィノアルコール配位子、二座である配位子と一座である配位
子がある。
　本発明は、特許請求の範囲に記載した発明を含め、以下の発明を包含する。
（１）　式Ｉ
【化１０】

［式中、
　Ｒ１＝Ｈ、Ｒ４、ＯＲ４、Ｎ（Ｒ４）２

　Ｒ２＝Ｈ、ＣｎＦ２ｎ＋１、ＣｎＦ２ｎ＋１ＳＯ２、ＣＯＯＲ４、ＣＮ
　Ｒ３＝Ｈ、ＣｎＦ２ｎ＋１、ＣｎＦ２ｎ＋１ＳＯ２、ＣＯＯＲ４、ＣＮ、
　Ｒ４は、各出現時に、同一または異なっており、Ｈ、アルキル、アリールであるか、ま
たは隣接したＲ４基が互いに結合して５または６員環を形成することができ、
　Ｌ’＝二座配位子であり、かつフェニルピリジン、フェニルピリミジン、またはフェニ
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ルキノリンでなく；
　Ｌ’’＝一座配位子であり、かつフェニルピリジン、およびフェニルピリミジン、また
はフェニルキノリンでなく；
　ｍ＝１、２または３であり、
　ｎは１～２０の整数であり、
　ｙ＝０、１または２であり、
　ｚ＝０または１～４の整数であり、
　ただし、前記化合物が電荷中性であり、かつイリジウムが六座配位である］
を有する化合物を含む少なくとも１つの層を含むことを特徴とする有機電子デバイス。
（２）　Ｒ２およびＲ３が独立して、Ｈ、ＣＦ３、Ｃ２Ｆ３、ｎ－Ｃ３Ｆ７、ｉ－Ｃ３Ｆ

７、Ｃ４Ｆ９、ＣＦ３ＳＯ２、ＣＯＯＲ４およびＣＮから選択されることを特徴とする（
１）に記載のデバイス。
（３）　ｍ＝３、ｙ＝０、およびｚ＝０であることを特徴とする（１）に記載のデバイス
。
（４）　ｍ＝２、ｙ＝１、ｚ＝０であり、Ｌ’がモノアニオン性二座配位子であることを
特徴とする（１）に記載のデバイス。
（５）　ｍ＝１、ｙ＝１、およびｚ＝２であることを特徴とする（１）に記載のデバイス
。
（６）　少なくとも１つのＬ’’がハイドライドであることを特徴とする（５）に記載の
デバイス。
（７）　Ｌ’が、アミノ、イミノ、アミド、アルコキシド、カルボキシレート、ホスフィ
ノ、およびチオレートから選択された配位基を有することを特徴とする（４）に記載のデ
バイス。
（８）　Ｌ’がβ－エノラート配位子、β－エノラート配位子のＮ類似体、β－エノラー
ト配位子のＳ類似体、アミノカルボキシレート配位子、イミノカルボキシレート配位子、
サリチレート配位子、ヒドロキシキノリネート配位子、ヒドロキシキノリネート配位子の
Ｓ類似体、ホスフィノアルコキシド配位子、および芳香族基の一部である炭素原子によっ
て配位された配位子から選択されることを特徴とする（４）に記載のデバイス。
（９）　Ｌ’が、式ＩＩＩ：
【化１１】

［式中、
　Ｒ５は、各出現時に、同一または異なっており、水素、ハロゲン、置換または非置換ア
ルキル、アリール、アルキルアリールおよび複素環基から選択されるか、または隣接した
Ｒ５基が結合して、置換されてもよい５および６員環を形成することができ、
　Ｒ６はアルキル、アリール、アルキルアリール、複素環基、およびフッ素から選択され
る］
を有するβ－エノラートであることを特徴とする（８）に記載のデバイス。
（１０）　Ｌ’が、式ＩＶ：
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【化１２】

［式中、
　Ｒ７は、各出現時に、同一または異なっていてもよく、ＨおよびＣｎ（Ｈ＋Ｆ）２ｎ＋

１から選択され、
　Ｒ８は、各出現時に、同一または異なっていてもよく、Ｃｎ（Ｈ＋Ｆ）２ｎ＋１および
Ｃ６（Ｈ＋Ｆ）５、またはＣ６Ｈ５－ｎ（Ｒ９）ｎから選択され、
　Ｒ９＝ＣＦ３、Ｃ２Ｆ５、ｎ－Ｃ３Ｆ７、ｉ－Ｃ３Ｆ７、Ｃ４Ｆ９、ＣＦ３ＳＯ２であ
り、
　φは２または３である］
を有するホスフィノアルコキシドであることを特徴とする（８）に記載のデバイス。
（１１）　Ｌ’が、式ＶＩＩ：
【化１３】

を有することを特徴とする（８）に記載のデバイス。
（１２）　前記少なくとも１つの層が発光層であることを特徴とする（１）に記載のデバ
イス。
（１３）　前記発光層が希釈剤をさらに含むことを特徴とする（１２）に記載のデバイス
。
（１４）　前記希釈剤が、ポリマーまたは小分子材料、またはそれらの混合物を含むこと
を特徴とする（１３）に記載のデバイス。
（１５）　式Ｉ



(11) JP 2007-524239 A5 2008.3.13

【化１４】

［式中、
　Ｒ１＝Ｈ、Ｒ４、ＯＲ４、Ｎ（Ｒ４）２

　Ｒ２＝Ｈ、ＣｎＦ２ｎ＋１、ＣｎＦ２ｎ＋１ＳＯ２、ＣＯＯＲ４、ＣＮ
　Ｒ３＝Ｈ、ＣｎＦ２ｎ＋１、ＣｎＦ２ｎ＋１ＳＯ２、ＣＯＯＲ４、ＣＮ、
　Ｒ４は、各出現時に、同一または異なっており、Ｈ、アルキル、アリールであるか、ま
たは隣接したＲ４基が互いに結合して５または６員環を形成することができ、
　Ｌ’＝二座配位子であり、かつフェニルピリジン、フェニルピリミジン、またはフェニ
ルキノリンでなく；
　Ｌ’’＝一座配位子であり、かつフェニルピリジン、およびフェニルピリミジン、また
はフェニルキノリンでなく；
　ｍ＝１、２または３であり、
　ｎは１～２０の整数であり、
　ｙ＝０、１または２であり、
　ｚ＝０または１～４の整数であり、
　ただし、前記化合物が電荷中性であり、かつイリジウムが六座配位である］
を有することを特徴とする化合物。
（１６）　式ＩのＲ２およびＲ３が独立して、Ｈ、ＣＦ３、Ｃ２Ｆ３、ｎ－Ｃ３Ｆ７、ｉ
－Ｃ３Ｆ７、Ｃ４Ｆ９、ＣＦ３ＳＯ２、ＣＯＯＲ４およびＣＮから選択されることを特徴
とする（１５）に記載の化合物。
（１７）　式ＩＸ、式Ｘ、式ＸＩ、および式ＸＩＩ：
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【化１５】
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【化１６】

から選択されることを特徴とする化合物。
（１８）　以下の式ＸＩＩＩ、式ＸＩＶ、および式ＸＶ：
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【化１７】

から選択された構造を有することを特徴とする化合物。
（１９）　式ＶＩＩＩ：
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【化１８】

を有することを特徴とする化合物。
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